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ど摂津富田駅から西方を望むと阿武山の中腹 200 米のところに白亜の塔が見える。 
  
1933 年（昭和 8 年）京都帝国大学地震研究所阿武山観測所完成。 
所長は理学部教授志田順博士。 




年（平成 3 年）6 月までおこなわれた。 





















震計の記録が 1936 年（昭和 11 年）から
保存されている。但し、1943 年（昭和 18
年）の間は連続記録ではなく、1944 年（昭
和 19 年）から 1946 年（昭和 21 年）の間
の記録は無い。1946 年 12 月 21 日に発生
した南海道地震後の 1947 年（昭和 22 年）
から 1948 年（昭和 23 年）にかけては、
物資不足にもかかわらず貴重な連続記録
がある。その後も断続記録になっている
が、1957 年（昭和 32 年）から観測体制
が整い連続観測が開始された。（技術部通
信 No.22 参照） 
 
 写真－２ ガリチン式長周期地震計 
 
  写真－３ 佐々式大震計 
  






























1958年（昭和 33年）11月 7日択捉島付近でM8.1の地震が発生。 
1960年（昭和 35年）3月 21日三陸沖地震 M7.2の地震が発生。 
  5月 23日チリ沖地震 Mｓ8.5の地震が発生。 
1961年（昭和 36年）3月 27日日向灘地震 M7.0の地震が発生。 
8月１2日釧路沖地震 M7.0の地震が発生。 
8月 19日岐阜県北部地震 M7.0の地震が発生。 
1962年（昭和 37年）4月 30日広尾沖地震 M7.0の地震が発生。 






















1966 年（昭和 41 年）11 月神戸、但東、丹南、津名に観測室新設。 











1968 年（昭和 43 年）4 月 1
日日向灘地震 M7.5 の地
震が発生。 
  5月 16日青森東方沖地震
M7.9 の地震が発生。 
  8 月 31 日和知地震 M5.6 の地震が発生。 
1970 年（昭和 45 年）総合移動観測班に改組。 
1971 年（昭和 46 年）阿武山に地下観測室構築。 
1972 年（昭和 47 年）2 月 29 日八丈島近海地震 M7.1 の地震が発生。 
  ３月１９日阿武山地震観測室（トンネル）竣工式。地殻変動観測開始。 
 
 写真－４ プレスユーイング地震計 
写真－５ プレスユーイング地震計 
  
  12 月 4 日八丈島近海地震 M7.2 の地震が発生。 
1973 年（昭和 48 年）6 月 17 日根室半島南方沖地震 M7.4 の地震が発生。 




1974年（昭和 49年）5月 9日伊豆半島南端地震 M6.9の地震が発生。 
梅田康弘助手は湯ヶ島、河津のトンネルや金鉱山跡に微震計を設置、プレハブの小屋
等を組み立て地震観測及び地殻変動観測等をされた。 
   岡野健之助先生高知大へ転出される。 
1975年（昭和 50年）4月に観測点がテレメータ化される。 









1982年（昭和 57年）3月 21日浦河沖地震 M7.1の地震が発生。 
滋賀県近江温泉でラドン濃度の観測。 
1983年（昭和 58年）5月 26日秋田沖地震 M7.7の地震が発生。 
1984年（昭和 59年）8月 7日日向灘地震 M7.1の地震が発生。 
9月 14日長野県西部地震 M6.8の地震が発生。（飛び石確認）。 
  飛び石の実験開始。  
1990年（平成 2年）阿武山観測所が防災研究所地震予知研究センターに統合。 
1991年（平成 3年）ウイヘルト地震計停止。代替地震計に更新。 
1993年（平成 5年）1月 15日釧路沖地震 M7.8の地震が発生。  
北海道南西沖地震 M7.8の地震が発生。 
1994年（平成 6年）10月 4日東海道東方沖 M8.1の地震が発生。 
12月 28日三陸はるか沖地震 M7.5の地震が発生。 
1995年（平成 7年）1月 17日兵庫県南部 M7.2の地震が発生。 
  地震予知研究センター新館建設に伴い、阿武山地震観測所は技官 2、支援推進員 1 で
地震、地殻変動の観測を継続している。 
  地震解析処理・高圧実験装置宇治へ移動。 
1996 年（平成 8 年）｢SEISMOLOGICAL BULLETIN．ABUYAMA｣を 1952 年（昭和
27年）から半年毎に印刷、世界中の研究機関に配布する研究資料となった。 





現在、技官 1、研究支援推進員 1で地震、地殻変動の観測を継続している。 
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